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木原均博士について

木原均博士の 「小さい実験」

木原記念室　―木原均博士の足跡をたどる―

　木原均博士 （1893年～1986年） は、 植物の遺伝学・進化学

の研究で大きな業績を残しました。

　とくに 「ゲノム説」 の提唱、 パンコムギの祖先の発見は、 世界的

な研究成果として知られています。 また、 海外に植物探索の旅に

でかけ、 日本のフィールド科学の道をひらき、 冬季オリンピックの

団長を2 度つとめるなど、 冬季スポーツの振興にも足跡を残し

ました。

　木原博士は、 コムギの研究のかたわら “ルーペとノートと鉛筆”

があればできる 「小さい実験」 を通して、 日常生活の中でふと

みつけた疑問を解き明かすことを楽しみました。

木原博士のライフワークであるコムギの研究を中心に多彩な業績を様々な角度からたどることができます。

横浜市立大学舞岡キャンパス （横浜市立大学木原生物学研究所） 内　１F

横浜市立大学木原生物学研究所作成の小冊子 「木原均博士が見ていた世界」 にご興味をお持ちの

方は、 木原記念財団までご連絡ください。 yamabosi@kihara.or.jp

小さい実験①　身近な生物の右巻き・左巻きの観察

小さい実験②　人工紅葉

小さい実験③　植物のオスとメス

小さい実験④　植物の性転換

小さい実験の例

木原博士の実験道具 （木原記念室所蔵）

表紙の絵　「曽我の生き物調査2025」　小田原市立曽我小学校　6年　吉松　峻一

 「身近で貴重なマハゼ」　　　　 川崎市立菅小学校　　　　　5年　和合　晴汰

謝　　辞

ご後援

特別協賛

　今年度のこども科学賞は、 下記の皆様の温かいご支援・ご協力に支えられて運営しています。 紙面上

で失礼ながら、 心より厚く御礼申し上げます。

ご支援いただいた皆様

【神奈川県内の教育委員会】

  神奈川県教育委員会、 横浜市教育委員会、 川崎市教育委員会、 相模原市教育委員会

【地域の大学 ・ 研究機関】

【地域の企業、 金融機関】

ご寄附

【地域の企業、 ライフサイエンス関連企業】

【個人 （ライフサイエンス関連の研究者等）】

増田和成様、 小井土大様、 丸山正様、 水野篤志様、 村田正弘様 他、 計10名

（ご希望によりお名前非公表の方含む）

中外製薬株式会社 株式会社天然素材探索研究所

ベーシックバイオ合同会社 株式会社サカタのタネ

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

国立研究開発法人海洋研究開発機構 横浜市立大学木原生物学研究所

分子ロボット総合研究所

日本濾水機工業株式会社
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 はしがき

　　　「木原記念こども科学賞」 は、 今回で第 33 回を迎えることが出来ました。 これもひとえに、 

市や県の教育委員会、 横浜市立大学木原生物学研究所に加え、 地域の企業、 金融機関、 

生命科学に関わるベンチャー ・ 中小企業 ・ 大手企業 ・ 研究機関、 個人の研究者などの皆

様からの幅広いご寄附やご協力の賜物であり、 この場をお借りして心より御礼申し上げます。

　　　「木原記念こども科学賞」 は、 木原均先生がルーペとノートと鉛筆があれば出来る　　「小さい

実験」 を通して、 日常生活の中でふと見つけた疑問を解き明かすことの楽しみをベースにし

たサイエンスリテラシーの醸成に繋がる科学賞だと思っております。 近年、 社会的課題を解

決するために、 個別分野の専門教育だけではなく分野横断的な STEAM 教育が注目され

ております。 これから求められるのは、 単に知識を持つだけでなく　　「課題を自ら発見し、 解

決策を創出できる能力」 です。 中でも、 サイエンス（科学） の役割は重要で、 論理的思考

を身に着ける上でも、 そして更にサイエンスリテラシーを育む上でも重要だと思っております。

大学も社会課題を解決するために、 今までの文系、 理系の枠を超えた文理融合型の取り組

みが進んでいます。 こどもたちがサイエンスリテラシーを学べる機会は、 益々、 重要だと思っ

ております。 昨年度から、 残念にも表彰選考に至らなかった作品（小学生低学年） に対し

て　　「励ましの一言」 の取り組みを始めました。 　　「日常生活の中でふと見つけた疑問を解き明

かすことに楽しみを持ってくれた応募者」 が、 これからも継続して取り組んでいけるきっかけ

になることを期待して始めました。 少しでも、 サイエンスリテラシー醸成の取り組みの裾野を

広げることに繋がればと期待しております。

　先日、 選考委員の大学の先生から小学校、 中学校時代に取り組んだ研究で　　「木原記念

こども学術賞」 にて表彰された学生が、 取り組んだ研究が面白くて自分の研究室に入室し

てきたことを伺いました。 小学校、 中学校時代に取り組んだ　　「生物の不思議や科学する楽

しさを知ってもらうとともに命の大切さを学ぶ機会」 としての　　「木原記念こども科学賞」 が、

子供達の将来の道標にもなり得ていることを実感することができました。

　我々、 木原財団は、 これからも　　「木原記念こども科学賞」 を継続して取り組んで参ります。

そしてこの活動が、 少しでも　　「こどもたちがサイエンスリテラシーを学べる機会」 に繋がって

いくことを願っております。

　お陰様で今年も多くのこども達から、生き物への愛情あふれた作品の応募がありました。まず、 

応募作品を厳正に審査して頂きました選考委員の先生方のご労苦に感謝申し上げます。 また、 

全ての応募者、 子どもたちをお導きくださった学校あるいは家族の皆様方、 そして、 ご後援くだ

さった全ての関係諸団体の皆様方に、 ここに心より感謝申し上げ序文といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０２5 年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団

常務理事　　村田　正弘
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　　「げじげじ虫は、 ほんとうに、
　　　　きれいなちょうちょになるのか⁈」

横須賀市立山崎小学校　３年
田口　結菜
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小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（2作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

東郷　りのか 横浜市立倉田小学校 1年わたしの　イネか　ずかん

島谷　幸奈 横浜国立大学教育学部
附属横浜小学校

2年カイコの成長とふしぎ

茂泉　雄大 横浜市立公田小学校 2年どこまでのびる？ぼくのアサガオ2

努力賞
（3作品） 渡邉　茉白

佐藤　賢心

カリタス小学校 1年

横浜市立新鶴見小学校 3年

カイコスター　しろいまゆのぼうけん

宮本　晴未 横浜市立箕輪小学校 3年ダンゴムシけんきゅうじょ　私が調べ
た33のこと

ありの会話～ありたちは、どうやって
会話しているの？～

宮本　郁人 平塚市立真土小学校 3年松ぼっくりの開閉スイッチを探せ！

「カブトムシって大きくなるの？」
相模原市立相原小学校　２年

小谷　楓翔
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低
学
年
の
部

作品を読んで  

横浜市立豊岡小学校 教諭 隈部　万伊子

　今回の低学年の部も、 すばらしい作品がたくさん集まりました。 木原博士は研究の
かたわら、 日常生活の中でふと見つけた疑問を解き明かすことを楽しみにしていた
そうですが、 今回集まった作品も道端でよく見られる植物や、 公園などですぐに捕
まえられる虫など、 身近にふれあえる生き物を題材にしている作品がとくに多かった
と感じました。 生活の中や生き物を飼ったり育てたりする中で、 ふと気になった小さ
な疑問をきっかけにしている作品も多くありました。 そして、 生き物によりそって飼育・
栽培環境やえさ ・ 肥料などを見直したり、 実験や観察をした感想に　　「おもしろい」　　「す

ごい」　　「ふしぎ」　　「だいじにしたい」 などといった言葉を使ったりしていて、 生き物に対

する愛情が感じられました。

　課題を挙げるならば、 観察や実験の記録が丁寧に行われている一方、 考察があま
り書かれていないものがありました。 　　「結果（わかったこと）」　　「考察（考えたこと）」　　「感

想（うれしかったことや、 大変だったこと）」 を分けてみるのもよいかもしれません。

　今年の作品の中で、 今年の最優秀賞に輝いたのは　　「わたしの　イネか　ずかん」 で

す。 道で見られるたくさんのイネ科の植物を集め、 絵とともに特徴をまとめた図鑑で
す。 色や形などが細かく観察されていてすばらしい図鑑でした。 とくに評価された
のは、 その植物が生えている場所を記録し、 マップにまとめ、 考察していた点です。
この図鑑を読めば、 普段よく目にする道端の草たちに対しても、 探求し続ける姿勢
をもてば、 たくさんの発見や自然の面白さを感じることができることに気づくでしょう。

　このように、 この科学賞には身近に出会える生き物を扱った作品が多く集まってい
ます。 特別な場所に探しに行かなくても、 すぐに出会える生き物はたくさんいます。
これからも、 生き物や自然現象に興味をもち、 疑問をもって探求していこうとする子
どもたちを応援しています。

小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（2作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

東郷　りのか 横浜市立倉田小学校 1年わたしの　イネか　ずかん

島谷　幸奈 横浜国立大学教育学部
附属横浜小学校

2年カイコの成長とふしぎ

茂泉　雄大 横浜市立公田小学校 2年どこまでのびる？ぼくのアサガオ2

努力賞
（3作品） 渡邉　茉白

佐藤　賢心

カリタス小学校 1年

横浜市立新鶴見小学校 3年

カイコスター　しろいまゆのぼうけん

宮本　晴未 横浜市立箕輪小学校 3年ダンゴムシけんきゅうじょ　私が調べ
た33のこと

ありの会話～ありたちは、どうやって
会話しているの？～

宮本　郁人 平塚市立真土小学校 3年松ぼっくりの開閉スイッチを探せ！

－小学校低学年の部－
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最優秀賞最優秀賞 わたしの　イネか　ずかん
横浜市立倉田小学校　1年　東郷　りのか
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低
学
年
の
部

※ページ数の関係で全文掲載ではありません。
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優秀賞優秀賞 カイコの成長とふしぎ
横浜国立大学教育学部附属横浜小学校　2年　島谷　幸奈



21

低
学
年
の
部



22

優秀賞優秀賞 どこまでのびる？ぼくのアサガオ２
横浜市立公田小学校　2年　茂泉　雄大
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞 松ぼっくりの開閉スイッチを探せ！

平塚市立真土小学校　３年　宮本　郁人
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カイコスター　しろいまゆのぼうけん
カリタス小学校　１年　渡邉　茉白

努力賞努力賞

低
学
年
の
部



26

ありの会話
～ありたちは、 どうやって会話しているの？～
横浜市立新鶴見小学校　3年　佐藤　賢心

努力賞努力賞

①
②

③
④
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低
学
年
の
部

ダンゴムシけんきゅうじょ　私が調べた 33のこと
横浜市立箕輪小学校　3年　宮本　晴未

努力賞努力賞

①
②

③
④
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小学校高学年の部

受賞者一覧

優秀賞
（3作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

4年

長﨑　仁平 横須賀市立汐入小学校 ５年ナナフシの研究②
ぎ態の王様のナゾに迫る挑戦

古川　晄平 横浜市立奈良小学校 ５年
アリのエサさがし
～一番最初になにをたよりに
えさをさがしているのか？！～

福井　紗夕 藤沢市立石川小学校 6年
カタバミ研究part3カタバミ
の赤葉は高温に強いのか？
～私の庭のカタバミマップ～

努力賞
（3作品） 菅原　陸 横須賀市立公郷小学校 ４年

横須賀から絶対に絶滅させない
ミヤマクワガタ～繁殖の実験２～

小川　桔慧 茅ヶ崎市立柳島小学校 6年植物が吸った水を養分にする
量について

佐多　瑛太 捜真小学校 6年色のちがいで植物の育ち方は
変わるのか

三橋　叶大 厚木市立北小学校 4年
ぜん明川で見つけたアオハダ
トンボの記録～識別した個体
数と出現期間(2025年)～

最優秀賞
（１作品） 植木　陽仁 横浜市立永田小学校

アダンソンハエトリグモとの１年 ３
～オスはメスの出したにおいに反
応するのか？～

「～カブタンとの夏休み～」
横浜市立日枝小学校　５年

鷹尾　遥香
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高
学
年
の
部

小学校高学年の部

受賞者一覧

優秀賞
（3作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

4年

長﨑　仁平 横須賀市立汐入小学校 ５年ナナフシの研究②
ぎ態の王様のナゾに迫る挑戦

古川　晄平 横浜市立奈良小学校 ５年
アリのエサさがし
～一番最初になにをたよりに
えさをさがしているのか？！～

福井　紗夕 藤沢市立石川小学校 6年
カタバミ研究part3カタバミ
の赤葉は高温に強いのか？
～私の庭のカタバミマップ～

努力賞
（3作品） 菅原　陸 横須賀市立公郷小学校 ４年

横須賀から絶対に絶滅させない
ミヤマクワガタ～繁殖の実験２～

小川　桔慧 茅ヶ崎市立柳島小学校 6年植物が吸った水を養分にする
量について

佐多　瑛太 捜真小学校 6年色のちがいで植物の育ち方は
変わるのか

三橋　叶大 厚木市立北小学校 4年
ぜん明川で見つけたアオハダ
トンボの記録～識別した個体
数と出現期間(2025年)～

最優秀賞
（１作品） 植木　陽仁 横浜市立永田小学校

アダンソンハエトリグモとの１年 ３
～オスはメスの出したにおいに反
応するのか？～

横浜市立浦島小学校 教諭 酒井　佳代

　生き物や身の回りの出来ごとに対する追究心があふれる作品を、夢中になって読ま
せていただきました。 今年は、それまでの研究を生かして、さらに積み重ねる研究が
多くありました。 また、時間をかけて丁寧に事象と向き合い、データを集めてまとめて
ある作品が多く、大変読み応えがあり、それぞれの研究の世界に入りこんでしまいま
した。
　多くの素敵な作品の中で、今年の最優秀賞に輝いた 「アダンソンハエトリグモとの1
年３ ～オスはメスの出したにおいに反応するのか？～」 は、 アダンソンハエトリグモへ
の愛情に満ちあふれた作品でした。 実験方法を考え、何回も実験をくり返し、丁寧に
データをとったことを基にじっくり考察している点が高く評価されました。
　優秀賞 「ナナフシの研究②ぎ態の王様のナゾに迫る挑戦」「アリのエサさがし～一番
最初になにをたよりにえさをさがしているのか?!」「カタバミ研究part3　カタバミの赤
葉は高温に強いのか？～私の庭のカタバミマップ～」の３作品は、自分の予想をしっか
り立て、 実験を重ねている点が素晴らしかったです。 また、 予想と照らし合わせて考
察していることも大変評価できました。
　選ばれた作品は、課題解決のプロセスに沿って深く追究されていました。 結果から
生まれた疑問をさらに追究したり違う視点から考えたりしたことが深い追究につな
がっていると思います。 また、研究の過程で生き物や植物に対する愛情が深まってい
くことが感じられました。
　どの作品も、テーマについて、実験結果を表や写真などを使い丁寧にまとめられて
いました。 結果から言える考察を練り直したり、実験方法を見直してみたりするとさら
なる追求につながると思います。
　これからも、身近に起こることや生き物の様子から生まれる疑問を大事にしてほしい
と思います。 そして、自然に対する興味関心を高めながら研究に取り組み、一段と成
長していく皆さんを心から楽しみにしています。

作品を読んで  －小学校高学年の部－
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アダンソンハエトリグモとの１年 ３

～オスはメスの出したにおいに反応するのか？～
横浜市立永田小学校　４年　植木　陽仁

最優秀賞最優秀賞
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高
学
年
の
部

※ページ数の関係で全文掲載ではありません。
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優秀賞優秀賞 ナナフシの研究②ぎ態の王様のナゾに迫る挑戦
横須賀市立汐入小学校　5年　長﨑　仁平
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優秀賞優秀賞
アリのエサさがし
～一番最初になにをたよりにえさをさがしているのか？！～
横浜市立奈良小学校　5年　古川　晄平
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優秀賞優秀賞
カタバミ研究 part3 カタバミの赤葉は高温に強いのか？
～私の庭のカタバミマップ～
藤沢市立石川小学校　6年　福井　紗夕
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

ぜん明川で見つけたアオハダトンボの記録
～識別した個体数と出現期間 (2025年) ～
厚木市立北小学校　４年　三橋　叶大
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高
学
年
の
部

横須賀から絶対に絶滅させないミヤマクワガタ
～繁殖の実験２～
横須賀市立公郷小学校　４年　菅原　陸

努力賞努力賞
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植物が吸った水を養分にする量について
茅ヶ崎市立柳島小学校　6年　小川　桔慧

努力賞努力賞
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色のちがいで植物の育ち方は変わるのか
捜真小学校　6年　佐多　瑛太

高
学
年
の
部

努力賞努力賞
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中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

小室　孝介 2年
セルロースは植物を熱害から守
れるのか

戸井　治伴 横浜市立港南中学校

相模原市立相原中学校

神奈川大学附属中学校

3年横浜にいた！？
サンコウチョウの謎

努力賞
（4作品）

鈴木　晴 大磯町立国府中学校 3年食事、活動別血糖値上昇の違い
についてver-2

小川　茉莉
篠﨑　百花
瀧　和花奈
吉田　瑞樹

３年
３年
３年
1年

光の色で変わるプラナリアの
世界～成長と行動のひみつ～

岩田　皐希 大磯町立国府中学校 ３年梅干しは腐る？

檜森　悠杜 藤沢市立湘南台中学校 2年発芽しないのはなぜ？発芽抑制物
質の種子に与える影響

髙橋　颯汰郎 関東学院六浦中学校 ３年

セミの幼虫の研究７～羽化準備
過程における体内タンパク質変
化を体液のpH値とグルタミン
酸パックテストによる簡易検出
で調べる試み～

（代表者）
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中
学
生
の
部

中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

小室　孝介 2年
セルロースは植物を熱害から守
れるのか

戸井　治伴 横浜市立港南中学校

相模原市立相原中学校

神奈川大学附属中学校

3年横浜にいた！？
サンコウチョウの謎

努力賞
（4作品）

鈴木　晴 大磯町立国府中学校 3年食事、活動別血糖値上昇の違い
についてver-2

小川　茉莉
篠﨑　百花
瀧　和花奈
吉田　瑞樹

３年
３年
３年
1年

光の色で変わるプラナリアの
世界～成長と行動のひみつ～

岩田　皐希 大磯町立国府中学校 ３年梅干しは腐る？

檜森　悠杜 藤沢市立湘南台中学校 2年発芽しないのはなぜ？発芽抑制物
質の種子に与える影響

髙橋　颯汰郎 関東学院六浦中学校 ３年

セミの幼虫の研究７～羽化準備
過程における体内タンパク質変
化を体液のpH値とグルタミン
酸パックテストによる簡易検出
で調べる試み～

（代表者）

横浜市立左近山中学校 教諭 岩田　英士

　身のまわりの植物や動物に対する愛情をたくさん感じる作品を読ませていただきま
した。 今年の中学生の部の作品からは、単なる 「生きものへの興味」に留まらない、
社会の課題解決に貢献しようとする強い探究心が感じられました。 日常生活や身の
まわりにある「生きものの不思議」に対する疑問を、学校で学んだ知識や技術と結び
つけて、丁寧に検証しようとする姿勢がとても素晴らしいと感じました。
　これらの素敵な作品の中で、最優秀賞作品 「セルロースは植物を熱害から守れる
のか」 は、 地球温暖化による植物の熱害という現代社会の課題に着目しています。
植物への熱害対策として 「セルロース」という具体的な物質に焦点を当てました。 こ
の作品は、多様な実験方法、丁寧な観察 ・ 記録のとり方、膨大な観測データの整理
分析の仕方といった、科学的な探究が行われている点を高く評価されました。 また、
結果の要因を物理的・化学的な観点から深く考察し、実用化に向けた具体的な提言
まで行っている点も素晴らしく思います。
　一方で、優秀賞の作品は「横浜にいた！？サンコウチョウの謎」でした。 この作品は、
地道な観察の努力と生き物への深い愛情が際立った作品でした。 渡り鳥であるサン
コウチョウが都市部で繁殖したという事実に驚き、その謎を解明しようとした、こども
らしい発想から出発しています。 生態や繁殖状況を把握するために、長期間にわたる
地道な現地観察と、複数の仮説を立て、観察データという根拠に基づいて、その仮説
を検証し、科学的に結論を導き出したプロセスが見られました。 科学的な探究をしっ
かりと行う姿勢が評価されました。
　2つの作品は生態観察における粘り強さ、そして探究の過程を通して科学的に考察
を行う、という共通の素晴らしさがあります。 どの研究も、改めてプロセスを見直すこ
とで、改善が見られると思います。
　今回応募したすべての作品に 「取り組まなくてはなかった生物との出会い」があっ
たのではないでしょうか。 今後も周囲の世界に対して疑問を持ち続け、解決に向けて
挑戦し続けることを心から期待しています。

作品を読んで  －中学生の部－
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最優秀賞最優秀賞 セルロースは植物を熱害から守れるのか
相模原市立相原中学校　2年　小室　孝介
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中
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生
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部

※ページ数の関係で全文掲載ではありません。
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優秀賞優秀賞 横浜にいた！？サンコウチョウの謎
横浜市立港南中学校　3年　戸井　治伴



67

中
学
生
の
部



68

神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞 発芽しないのはなぜ？発芽抑制物質の種子に与える影響

藤沢市立湘南台中学校　2年　檜森　悠杜
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梅干しは腐る？
大磯町立国府中学校 　3 年　岩田　皐希

努力賞努力賞

中
学
生
の
部
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光の色で変わるプラナリアの世界～成長と行動のひみつ～
神奈川大学附属中学校　代表者　3年　小川　茉莉　　　
3 年　篠﨑　百香　　3 年　瀧　和花奈　　　1 年　吉田　瑞樹

努力賞努力賞
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中
学
生
の
部

食事、 活動別血糖値上昇の違いについて ver-2
大磯町立国府中学校　3年　鈴木　晴

努力賞努力賞
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セミの幼虫の研究７～羽化準備過程における体内タンパク質
変化を体液の pH値とグルタミン酸パックテストによる簡易
検出で調べる試み～
関東学院六浦中学校　3年　髙橋　颯汰郎

努力賞努力賞

①
②

③
④
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中
学
生
の
部

①
②

③
④

セミの幼虫の研究７～羽化準備過程における体内タンパク質変化を体液の pH 値と
グルタミン酸パックテストによる簡易検出で調べる試み～

関東学院六浦中学校　３年
髙橋　颯汰郎
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優秀賞

2

3

1

6

最優秀賞

1

1

1

3

選考部門

小学校低学年（1～3学年）の部

小学校高学年（4～6学年）の部

中学校の部

　　　　　　　　　　　　計

神奈川
新聞社賞

1

1

1

3 

（参考：過去の選考結果） 

第 １ 回（１９９３年）

第 2 回（１９９4年）

第 3 回（１９９5年）

第 4 回（１９９6年）

第 5 回（１９９7年）

第 6 回（１９９8年）

第 7 回（１９９9年）

第 8 回（2000年）

第 9 回（2001年）

第1 0 回（2002年）

第1 1 回（2003年）

第1 2 回（2004年）

第1 3 回（2005年）

第1 4 回（2006年）

第1 5 回（2007年）

第1 6 回（2008年）

第1 7 回（2009年）

第1 8 回（2010年）

第1 9 回（2011年）

第2 0 回（2012年）

第2 1 回（2013年）

第2 2 回（2014年）

第2 3 回（2015年）

第2 4 回（2016年）

第2 5 回（2017年）

第2 6 回（2018年）

第2 7 回（2019年）

第33回（2025年）木原記念こども科学賞の選考結果 

努力賞

3

3

4

10

計

7

8

7

22

応募数

74

50

38

162

優秀賞

10

15

10

8

8

9

10

11

10

8

8

9

6

6

7

6

6

6

6

6

6

6

6

5

7

5

5

最優秀賞

4

9

2

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

3

3

2

3

2

2

2

2

3

2

3

3

2

5

努力賞

12

38

31

15

21

23

15

17

16

19

16

16

12

12

12

6

7

8

8

9

9

6

6

5

6

10

9

応募総数

26

62

121

122

161

192

160

215

193

300

260

213

288

236

266

239

224

253

211

196

556

238

238

183

197

227

206

第2 8 回（2020年）

第2 9 回（2021年）

第3 0 回（2022年）

第3 1 回（2023年）

第3 2 回（2024年）

優秀賞

6

7

8

7

5

神奈川新聞社賞

3

3

3

3

3

最優秀賞

3

4

5

3

3

努力賞

11

11

10

9

14

応募総数

164

317

240

264

188

（順不同）

第３3回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

【横浜市立】

【横浜市立】

【相模原市立】

【鎌倉市立】

【大磯町立】

小学校の部
個人応募（46作品）
学校応募（25校78作品）

幸ヶ谷小学校
黒須田小学校
今宿小学校
桜井小学校
三ツ沢小学校
新吉田第二小学校
新石川小学校
新鶴見小学校
都田西小学校
東俣野小学校
奈良小学校
馬場小学校
洋光台第一小学校
嶮山小学校

若松小学校
清新小学校
谷口小学校

汐入小学校

玉縄小学校

柳島小学校

曽我小学校

井ノ口小学校

清泉小学校
捜真小学校
日本大学藤沢小学校

※学校応募のみ記載

【相模原市立】

　
　【横須賀市立】

　【鎌倉市立】

　【茅ヶ崎市立】

　【小田原市立】

　【中井町立】

　【私立】

中学校の部
個人応募（7作品）
学校応募（9校31作品）

横浜サイエンスフロンティア
高等学校附属中学校
義務教育学校西金沢学園
中学校

谷口中学校

玉縄中学校

国府中学校

桐蔭学園中等教育学校
神奈川大学附属中学校
日本女子大学附属中学校
函嶺白百合学園中学校

※学校応募のみ記載

　【私立】
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（順不同）

第３3回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

【横浜市立】

【横浜市立】

【相模原市立】

【鎌倉市立】

【大磯町立】

小学校の部
個人応募（46作品）
学校応募（25校78作品）

幸ヶ谷小学校
黒須田小学校
今宿小学校
桜井小学校
三ツ沢小学校
新吉田第二小学校
新石川小学校
新鶴見小学校
都田西小学校
東俣野小学校
奈良小学校
馬場小学校
洋光台第一小学校
嶮山小学校

若松小学校
清新小学校
谷口小学校

汐入小学校

玉縄小学校

柳島小学校

曽我小学校

井ノ口小学校

清泉小学校
捜真小学校
日本大学藤沢小学校

※学校応募のみ記載

【相模原市立】

　
　【横須賀市立】

　【鎌倉市立】

　【茅ヶ崎市立】

　【小田原市立】

　【中井町立】

　【私立】

中学校の部
個人応募（7作品）
学校応募（9校31作品）

横浜サイエンスフロンティア
高等学校附属中学校
義務教育学校西金沢学園
中学校

谷口中学校

玉縄中学校

国府中学校

桐蔭学園中等教育学校
神奈川大学附属中学校
日本女子大学附属中学校
函嶺白百合学園中学校

※学校応募のみ記載

　【私立】
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第３3回木原記念こども科学賞
選考委員会委員名簿

（ 順不同 ・ 敬称略）

横浜市立浦島小学校　          教諭	                      酒井	 佳代

横浜市立豊岡小学校　          教諭	                      隈部	 万伊子

横浜市立平沼小学校　          教諭	                      尾方	 優祐

横浜市立秋葉小学校　          教諭	                      名原	 道子

横浜市立左近山中学校        教諭	                      岩田	 英士

湘南学園小学校　　　             教諭	                      髙橋	 愼司

横浜富士見丘学園　　           教諭　　　            　 　　　富田	 丈久

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 准教授   一色	 正之

横浜市みどり環境局 環境活動支援センター 担当係長  山本	 理奈

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事	     村田	 正弘
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の進め方

応募されるみなさんへ

■実験や観察を始めたきっかけを書きましょう
 ・どうして観察や実験をしようと思ったか

■実験や観察のしかたを書きましょう
 ・どのような計画をたてたか
 ・どんな材料を使ったか
 ・なにをどのように実験し、観察したか
 ・どのように調べたか

■記録をとりましょう
 ・観察したことや実験の結果を記録しましょう
　スケッチをするとより正確な観察ができます
　また、観察したことがほかの人にもよくわかります
 ・日にち、時刻天気、長さ、大きさ、重さ、早さなど
 　を正確に記録します。色、手ざわり、音、におい、
　 味なども記録しておきましょう。写真や動画も効果的
　です。

■記録や結果を整理しましょう
 ・表にまとめてみる
 ・グラフをつくってみる（折れ線グラフがよいか、
　 棒グラフがよいかも考える）

■発見したことやわかったことを書きましょう
 ・観察や実験をしてあなたが発見したことやわかった
　 ことを書きます。これが全体のまとめになります

■最後に感想を書きましょう
 ・感想、意見、疑問、これからしてみようと思うこと
　 などを書きます
 ・参考にした本、雑誌、図鑑などを最後にかきます
 ・指導していただいた方の名前も書きましょう 

■最初に、自分で書こうと思ったことについて考えま
　しょう
 ・調べるときは、参考書、百科事典、図鑑などが役に
　 立ちます

■文章を書き始めます
 ・表題と自分の名前を書きます
 ・次に、感想文を書こうと思ったきっかけを書きま
　 しょう
 ・続けて、調べたことや自分の考えを順序よく書きます
 ・このとき、調べたことと自分の考えとをはっきり
　 区別しましょう
 ・自分の考え（感想）を書いて、しめくくります

■ひととおり書き終わったら、次のことを考えながら
　 読みなおしましょう
 ・書きたすことはないか
 ・削るところはないか
 ・書く順序はよいか
 ・字が間違っていないか
 ・書き表し方はよいか

■表題が内容をよくあらわしているかどうか
 ・もう一度見直しましょう

■感想文の最後に
 ・調べた本、辞典、図鑑などを書きます
 ・指導していただいた方の名前を書きます

こども科学賞は、毎年、7月～9月の期間に自由研究の成果を
応募していただいています。
生きものの不思議は冬でも探せます。
是非、本冊子を参考に、自由研究を楽しんでください。
 
ご希望の方には冊子を郵送いたします。
詳しくはHPをご覧ください。

1. 実験や観察のまとめかた 2. 感想文の書き方

   自由研究攻略本のご案内　―冬でもできる自由研究のススメ―
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～こども達の科学活動にご支援をお寄せください～

こども科学賞は、皆様からの貴重なご寄附を原資に、

応募者への支援・副賞などの充実を図っています。

ご寄附のお願い 

生きものと研究を愛するこども達へ、

熱いエールを！

自由研究

Science

Love&Passion! 

それがすべてのはじまりだった 

×

＝

寄附のお願い



木原均博士について

木原均博士の 「小さい実験」

木原記念室　―木原均博士の足跡をたどる―

　木原均博士 （1893年～1986年） は、 植物の遺伝学・進化学

の研究で大きな業績を残しました。

　とくに 「ゲノム説」 の提唱、 パンコムギの祖先の発見は、 世界的

な研究成果として知られています。 また、 海外に植物探索の旅に

でかけ、 日本のフィールド科学の道をひらき、 冬季オリンピックの

団長を2 度つとめるなど、 冬季スポーツの振興にも足跡を残し

ました。

　木原博士は、 コムギの研究のかたわら “ルーペとノートと鉛筆”

があればできる 「小さい実験」 を通して、 日常生活の中でふと

みつけた疑問を解き明かすことを楽しみました。

木原博士のライフワークであるコムギの研究を中心に多彩な業績を様々な角度からたどることができます。

横浜市立大学舞岡キャンパス （横浜市立大学木原生物学研究所） 内　１F

横浜市立大学木原生物学研究所作成の小冊子 「木原均博士が見ていた世界」 にご興味をお持ちの

方は、 木原記念財団までご連絡ください。 yamabosi@kihara.or.jp

小さい実験①　身近な生物の右巻き・左巻きの観察

小さい実験②　人工紅葉

小さい実験③　植物のオスとメス

小さい実験④　植物の性転換

小さい実験の例

木原博士の実験道具 （木原記念室所蔵）

表紙の絵　「曽我の生き物調査2025」　小田原市立曽我小学校　6年　吉松　峻一

 「身近で貴重なマハゼ」　　　　 川崎市立菅小学校　　　　　5年　和合　晴汰

謝　　辞

ご後援

特別協賛

　今年度のこども科学賞は、 下記の皆様の温かいご支援・ご協力に支えられて運営しています。 紙面上

で失礼ながら、 心より厚く御礼申し上げます。

ご支援いただいた皆様

【神奈川県内の教育委員会】

  神奈川県教育委員会、 横浜市教育委員会、 川崎市教育委員会、 相模原市教育委員会

【地域の大学 ・ 研究機関】

【地域の企業、 金融機関】

ご寄附

【地域の企業、 ライフサイエンス関連企業】

【個人 （ライフサイエンス関連の研究者等）】

増田和成様、 小井土大様、 丸山正様、 水野篤志様、 村田正弘様 他、 計10名

（ご希望によりお名前非公表の方含む）

中外製薬株式会社 株式会社天然素材探索研究所

ベーシックバイオ合同会社 株式会社サカタのタネ

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

国立研究開発法人海洋研究開発機構 横浜市立大学木原生物学研究所

分子ロボット総合研究所

日本濾水機工業株式会社
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